
る.ストレス耐性ホルモンである未申コルチゾル淡皮

の測定は軸物福祉の税点から非侵粥的評価指標として

布川性が揃い.本研究は,2005年3月に多摩動物公図

(31(京都日野市)に新設されたオランウータン飼育施設
において飼育されるボルネオオランウータン (Pongo

pygmaelLS)3個体を対象として.立体的でより複雑な刺
激が存在する多様な飼市環境-のき子羊人が,飼育下オラ

ンウータンにいかなる形撃を与えるかにryl)し定丑･定性

化することを目的として中長期的な槻窮および糞の採

取をおこなってきた.本年度は,採取した究検体を対象

とし,昨年度確立したELISA法 (Enzyme･Linked

lmmunosorbentAssay:酵素免疫測定法)を用いて,糞検
体中コルチゾル濃度の動態を分析した.その結果,各個

肘こおける糞検体中コルチゾル濃度は旧施設および移

動後1-2ケ月で高い傾向を示したが,移動後3ケ月で減

少する傾向を示した.また生理学的反応に対し行動学

的反応は緩やかに持続した.このことは,環境エンリッ

チメントの評価において異なる評価指標をいかに併用

するかに関し今後検討をする必要性を示している.

14霊長類前肢の力学モデルの構築

江木直子 ((財)日本モンキーセンター)
骨形態は力学的荷歪環境に適応していると考えられ

ている.本研究は,前肢筋骨格系の数理モデルを用いて,

骨形態や姿勢と骨にかかる荷重との関係を評価するこ

とを目的とし,本年度はモデル構築の.ためのデータを

収集することに鼠点を置いた.ここでは,樹上性四足歩

行者であるオマキザル (Cebusapel(a)を一般的な霊長

琉とし,試料には霊長類研究所所蔵の液浸標本を用い

た.まず,軟骨も含んだ交連状態での骨格の位置関係を

得るために,前肢部を医療用CTで0.2mmの精度で撮影

した.続いて,肩甲骨,上腕骨,槙･尺骨に起始･停止す

る40の筋肉の付着位置を調べ,CT画像上-これらの位

置情報を記録した.剖出した各筋肉については,質罷,

筋線維長,生理学的筋断面積を計測した.オマキザルで

は,マカクやコロブス類に比べると,肩の筋肉,特に腕
を前に出す動作に関係する筋肉の質丑が小さく,一方,

上腕部の筋丑は相対的に大きかった.今後,これらのデ

ータをもとに,オマキザルでの姿勢,筋の働き,関節反

力の関係をしらべ,また骨格形態･相対的筋畳について
の他種との違いが荷重にどのような違いをもたらして

いるかを検討していく.

15霊長類の第四乳臼歯,第四小臼歯,および第一大臼歯

の比較解剖学的研究

二神千春 (愛知学院大 ･歯)
｢霊長頬の第四乳臼歯,節四小臼歯,および節-大臼歯

の比較解剖学的研究｣により旧世界ザル 13和700個体

の乳frl列,および永久仲列の標本を観烈し,旧世界ザル
では一般に苅四乳臼歯とi7!一大臼歯の歯冠パターンは

同じであり,節四小目倍とはパターンが界なっている
ことが明らかとなった.マカタ屈とコロブス属などで

は,迎心の大日伽 まど大きくなる傾向があるが,オナガ
ザル屈では必ずしも節三大臼佃が抱も大きいわけでは

なく個体変.5%.が大きいことが分かった.とくに下顎節

三大臼仲ではHypoconulidの個体変只が大きかった.
以上のような旧世界ザルの臼歯の形態,サイズの関

係を大まかに把握することができた.

16ニホンザルを対象とした警告刺激を利用した回避学

習の形成

室山瀕之,鈴木克故 (兵庫県立大･自然環境科学研究所)
ニホンザルによるPJ等作物被害対策として,音や光な

どの感光刺激を用いた被害防止技術は一般によく用い
られているが,刺激に対する馴化を防止あるいは遅延

する技術がないため,短期間で効果が消失すると言わ

れている.そこで,飼-N下のニホンザルを対象として,

①サルの行動にあわせて刺激を呈示する,②嫌悪刺激に
先行して瞥LFi=･刺激を呈示することによる刺激-の馴化

遅延について検討した.結果,個体の行動に随伴して刺

激を呈示することにより,111純な晋刺激であっても忌

避行動を生起し一定期間維持できること,馴化の進ん

でいない個体に対してより市い馴化遅延効児が川絹で

きることが明らかになった.一方,群告刺激を用いた実

験では,警告刺激の呈示に回避行動を示した個体も存

在したが,反応には個体差があった.これは忌避行動を
生起させるための嫌悪刺激が不十分などの理由が考え

られる.そのほか警告刺激の呈示による回避学習の形

成には,技術的な課題が数多く放っており,今後さらに

基礎データを積み盃ねる必要がある.

17Activity-SleepQuantitationlnNewWorldMonckysby
non-invasiveactigraphy

サチタナンタンスリカンタ (岐阜薬科大)
Ica汀iedoutexperimentstotestthehypothesisthat
activity-behavioralsleepparametersdifferbetween
noctumally-active7Owlmonkeys(AottLSaZarae)and
diumatly-active4squirrelmonkeys(SaimirL'boliviet7SL'S?),
bothsympatricinNeotropicalhabitat.Thehighertotalsleep

time(TST)/24hvaluesq.uantitatcdforowlmonkeysin
comparisontothatorsqul汀elmonkeys(606土93minvs
287土200min,p<0.01)aswellaslongerthesleepepisode
length(SEL)/12hquiescentphasequantitatedfわrowl
monkeyscomparedtothatorsqui汀elmonkeys(46土28min
vs9土5min,p<0.01)indicatethatthebehavioralsleepis
markedlydiffersbetweenthesetwomonkeys,thoughthey
aresympatricinwild.Though山eresultsobtainedinthis
studyareundercaptiveconditions,significantdifferences
existinthesleeparchitecturebetweendiumally-active
squl汀elmonkeysandnoctumally-activeowlmonkeys.

18ニホンザルにおける運動能力の研究一跳躍可能範囲

の測定一

江口祐輔,堂山宗一郎,盟:田英人,構竹勝治,田中哲夫

(麻布大猷医),鈴木克故 (京都大 ･盃長研)
ニホンザルの迎軌穏力に関する誠礎的知見を得るた

めに,跳抑能力 (垂直跳び･幅跳び)を測定した.昨年度
は高さ2.5mの眺陀台の横に同じ高さの着地台を設置し,

サルが跳躍台から着地台に飛び移って餌を得る行動を

利用して,幅跳びの能力を測定した.その結果,2歳と3
歳の個体が2.2mの距離を飛ぶことができた.そこで本

年度は跳躍台の高さを3mに引き上げ,着地台よりも高

い位置からの跳躍距離を測定した.調査は野外観察施

設で行い,高浜群 (49頭)を供試した.その結果,昨年

度と同様,2歳と3歳の個体が2.2mの距離を飛ぶことが

でき,それ以上の距離に対しては跳躍を試みなかった.

跳花台の高さにかかわらず,幅跳び可能距離は変わら
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